
                                   



 
 

 
 

住
職
の
佛
教
史 

時
宗

（２） 
時
宗
の
念
仏
思
想
と
な
る
と
当
然
、
宗
祖
一
偏
上
人
の
歴
伝
を
伝
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

「
捨
聖
」
と
い
わ
れ
た
一
偏
は
鎌
倉
時
代
後
半
、
延
応
元
年(

一
二
三
九)

伊
予

国
（
愛
媛
県
）
道
後
に
て
河
野
家
に
生
ま
れ
た
。
河
野
家
は
祖
父
通
信
の
時
、
壇

ノ
浦
の
戦
で
河
野
水
軍
を
率
い
て
後
鳥
羽
上
皇
に
組
み
し
た
為
、
通
信
は
奥
州

平
泉
に
流
さ
れ
一
族
は
没
落
、
そ
の
後
に
一
遍
が
生
ま
れ
た
。 

父
は
出
家
、
母
は
一
遍
十
歳
の
時
、
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
か
ら
一
遍

も
出
家
し
太
宰
府
の
聖
達
上
人
（
西
山
証
空
の
弟
子
）
の
も
と
で
浄
土
教
の
基
礎

を
学
ん
だ
。 

    

こ
れ
か
ら
先
は
聖
絵
の
詞
を
引
用
す
る
。
聖
絵
と
は
一
遍
の
生
涯
を
描
い
た

絵
巻
物
で
絹
本
着
色
十
二
巻
、
国
宝
と
な
っ
て
い
る
。 
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